
【北海道日野自動車　健康経営戦略マップ】

経営コンセプトである【もっと元気に】は、心身ともにイキイキと健康に働いている姿をイメージしています。

健康経営で叶えたい姿を最終目標に定め、それを測る指標を以下の通り選定いたします。

心身ともに　＝　メンタルヘルスや疾病の影響が少ない環境　　＝　　アプセンティーイズム、プレゼンティーイズムの低減　＝　　病気欠勤従業員平均0.6日、ストレスチェック「身体愁訴」2.5点

イキイキと　＝　良い職場環境で熱意をもち仕事へ取り組む　　＝　　ＥＳ満足度向上、ワークエンゲインジメントの向上　　＝　　ストレスチェック「働きがい」「職場環境によるストレス」項目の偏差値60以上

健康に　　　＝　健康診断にて平均値を上回る結果を減らす　　＝　　健康指数の向上　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝　　3-当社の課題と対策の健康課題参照

目　　　標 指　　　標 目標数値

健康投資

健康関連の最終的な目標指標
従業員等の意識変容・

行動変容に関する指標

健康投資施策の取組状況に

関する指標

健康投資効果

健康経営で解決したい

経営課題

社員健康維持・増進

のための施策

健康管理システムの

導入

様々な効果に関連する

健康投資（＊）

健康結果を見える化

残業時間管理

疾病による欠勤者の

減少

食生活に関するセミ

ナーへの参加率向上

禁煙プログラム参加率

の向上

メンタルヘルスセミナー

参加率の向上

運動プログラムへの

参加率向上

運動プログラムの実施

（健チャレ）

感染症や病気予防への

施策

残業時間管理のIＴ化

健康管理のIC化

食生活に関するセミナー

の実施

メンタルヘルス対策の

実施

禁煙プログラムの実施

（健チャレ）
不健康や疾病に

よる生産性の

低下防止

人材の確保・定着

健康指数の向上

プレゼンティーイズムの

低減

アブゼンティーイズムの

低減

ES満足度向上

自らの健康課題の認識

による取り組み意識の

向上

残業時間の削減

健全な食生活を送る

社員等の割合の向上

喫煙者比率の低下

いきいきと働くことが

できる社員等の

割合の向上

運動習慣のある社員等

の割合の向上

お客様満足度

（CS）の向上

心(こころ)＝ミドリ

身(からだ)＝オレンジ


